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姉 

妹 

都 

市
　

「

高
知
市
訪
問
団
、
視
察
見
学
」
来
館
！

　

年
明
け
１
月
10
日
（
水
）
に
、
姉
妹
都
市
高
知
市
か
ら
23
名

の
訪
問
団
が
来
館
。
目
的
は
、
今
年
で
16
回
目
を
迎
え
た
「
高

知
県
の
観
光
と
物
産
展
」（
10
日
〜
15
日
於
ま
ち
き
た
大
通
り
ビ

ル
）
開
催
に
合
わ
せ
て
の
訪
問
で
し
た
。

（隔月刊）

発行：2024. 01.31
（令和６年 01 月 31 日）

　

高
知
市
と
北
見
市
は
、
１
９
８
６
（
昭

和
61
）
年
に
姉
妹
都
市
を
提
携
。
そ
の

源
は
、
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
、

こ
の
地
に
土
佐
の
高
知
か
ら
、
北
光
社

移
民
団
（
社
長
坂
本
直
寛
）
１
１
２
戸

が
入
植
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

こ
の
移
民
団
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
指

導
者
に
よ
る
『
北
に
光
を
！
』
と
い
う

自
由
民
権
的
思
想
を
も
と
に
し
た
移
民

団
で
し
た
。

　

代
表
の
坂
本
直
寛
は
坂
本
龍
馬
の
甥

に
あ
た
り
、
坂
本
家
を
継
い
だ
人
物
で
、

１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
に
、
高
知
教

会
で
片
岡
健
吉
ら
と
共
に
Ｇ
・
W
・
ノ
ッ

ク
ス
師
よ
り
洗
礼
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

坂
本
直
寛
は
、
移
民
団
引
率
後
、
道

央
の
浦
臼
に
転
居
し
ま
す
が
、
そ
の
頃

か
ら
北
海
道
で
活
動
し
て
い
た
ピ
ア
ソ

ン
夫
妻
と
の
親
交
が
始
り
そ
の
写
真

（
１
８
９
９
年
札
幌
に
て
）
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
以

降
は
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
旭
川
で
活
動
を

共
に
し
、
監
獄
伝
道
、
廃
娼
運
動
、
ア

イ
ヌ
の
方
々
へ
の
人
道
支
援
活
動
な
ど
、

直
寛
が
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
11
月

に
旭
川
か
ら
札
幌
へ
移
り
、
１
９
１
１

【
写
真
説
明
】
訪
問
団
構
成
は
、
市
議
会
関
係
者
、

商
工
会
議
所
、
観
光
団
体
、
高
知
市
職
員
な
ど
。
坂

本
直
寛
と
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
関
係
や
、
高
知
（
北
光

社
）
移
民
団
と
ピ
ア
ソ
ン
邸
の
関
わ
り
な
ど
、
開
拓

に
関
す
る
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

（
明
治
44
）
年
に
胃
ガ
ン
で
召
天
す
る
ま

で
、
共
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
、
坂
本
直
寛
の
死

後
、
ア
メ
リ
カ
へ
一
時
帰
国
し
ま
す
が
、

再
来
日
で
、
日
本
に
お
け
る
最
後
の
活

動
地
と
予
定
し
て
い
た
遠
軽
を
、
急
遽

野
付
牛
（
現
北
見
市
）
に
変
更
す
る
の

で
す
。

　

こ
れ
は
、
坂
本
直
寛
の
「
北
光
社
移

民
団
の
精
神
的
な
支
え
と
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
願
い
を
叶
え
て
の
変
更
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
と
直
寛
の

　
　
　
　
　

不
思
議
な
縁

　

直
寛
と
ピ
ア
ソ
ン
の
二
人
の
深
い
友

情
を
、
不
思
議
な
縁
に
よ
っ
て
も
強
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
に
は
、
ピ
ア
ソ
ン
師
を
日
本
へ

招
聘
し
た
、
Ｇ
・
W
・
ノ
ッ
ク
ス
師
の

関
係
で
す
。
ノ
ッ
ク
ス
師
は
、
二
人
に

と
っ
て
人
生
の
大
き
な
節
目
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
ピ
ア
ソ
ン
が
日
本
に

着
任
し
た
の
は
１
８
８
８
（
明
治
21
）
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年
９
月
、
到
着
す
る
や
す
ぐ
腸
チ
フ
ス

に
か
か
り
ひ
と
月
あ
ま
り
生
死
を
さ
ま

よ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
頃
直
寛
は
、「
保
安
条
例
」
違
反

に
よ
り
、
東
京
石
川
島
監
獄
に
収
容
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
獄
内
で
聖
書
に
よ
り

平
安
と
北
海
道
開
拓
の
希
望
を
与
え
ら

れ
る
の
で
す
。
こ
こ
で
も
二
人
は
、『
救

い
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る

契
機
を
得
た
』
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

二
人
の
貴
重
な
作
品

　

ピ
ア
ソ
ン
師
は
、
多
く
の
著
作
を
遺

し
て
い
ま
す
が
、
共
著
と
し
て
の
作
品

は
、
直
寛
と
の
作
品
を
除
い
て
妻
の
ア

イ
ダ
と
の
も
の
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

左
の
写
真
の
本
は
、
市
立
函
館
図
書

館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
翻
訳
名
「
北
海

道
に
お
け
る
精
霊
の
活
動
」
と
い
う
作

品
で
、
大
き
さ
Ｂ
６
版
で
本
文
百
十
六

ペ
ー
ジ
、
英
語
に
よ
る
著
作
物
で
す
。

　

表
紙
写
真
下
の
英
語
書
き
に
も
あ
る

よ
う
に
、
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
の

出
版
で
す
。

【参考資料】ジョージ・ウィリアム・ノックス（George William Knox、1853 年 8 月 11 日 - 1912 年
4 月 25 日）は、米国長老教会から派遣された、明治時代のアメリカ人来日宣教師である。ナック
スとも表記されることもある。
　ノックス ( Rev. George William Knox, 1853-1912) は、父と同じ牧師を目指して、オーバン神学校に入学。
1877 年春に神学校を卒業して、アン・キャロライン・ホームズと結婚、ニューヨーク州エルミラの第一長老教
会で日本派遣宣教師の任命を受けた。1877 年 11 月 2 日に夫婦で横浜に上陸。1886 年（明治 19 年）から東京
大学に招かれて、アーネスト・フェノロサの後任として、哲学と審美学の講義を行う。
　1887 年（明治 20 年）9 月に明治学院が開校され、そのこともあり、一時アメリカに帰国し、明治学院のた
めの神学者として G・P・ピアソン、哲学者として H・M・ランディスを推薦する。ピアソンと一緒に 1888（明
治 21）９月再来日。ノックスは慶応義塾大学に 1891 年（明治 24 年）から一年間心理学の講義に出向する。
1893( 明治 26) アメリカに帰国。ユニオン神学校、エール大学などで教える。1911 年インド・中国などを旅行、
1912 年４月、肺炎で中国で客死。日本政府は勲三等瑞宝章を贈る。　

　

神
戸
か
ら
の
夜
の
船
旅
で
、
長
崎
港

よ
り
い
っ
そ
う
魅
力
的
な
高
知
の
優
美

な
港
に
着
き
ま
し
た
。
23 

年
間
活
動
し

て
き
た
北
海
道
で
は
、
移
住
者
の
う
ち
、

最
も
古
く
か
ら
の
、
最
も
忠
実
で
あ
る

長
老
派
教
会
信
徒
の
多
く
は
偉
大
な
高

0

0

0

0

知
教
会
出
身

0

0

0

0

0

で
す
し
、
ま
た
８
年
間
居

住
し
た
旭
川
で
は
、
盟
友
の
坂
本

0

0

0

0

0

〔
直

寛
〕
牧
師
と
と
も
に
活
動
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
高
知
を
訪
れ
る
こ
と
は
、

長
年
抱
い
て
い
た
夢
で
し
た
。
高
知
に

関
し
て
は
、
じ
つ
に
偉
大
な
方
々
の
名

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
片
岡
健
吉
（
衆

議
院
の
議
長
を
４
回
務
め
た
人
。
彼
の

さ
さ
や
か
な
自
宅
を
見
学
し
、
高
知
城

の
公
園
で
彼
の
実
物
大
の
ブ
ロ
ン
ズ
像

を
見
ま
し
た
。）、
板
垣
〔
退
助
〕
伯
爵
、

坂
本
直
寛
（
こ
の
三
人
は
み
な
偉
大
な

自
由
民
権
運
動
の
指
導
者
た
ち
で
勇
敢

に
も
投
獄
を
経
験
し
て
い
る
。
田
川
大

吉
郎
は
現
在
も
入
獄
し
て
い
る
。）、
武

市
安
哉
（
北
海
道
に
初
の
高
知
の
入
植

地
を
築
い
た
人
。
現
在
は
３
人
の
た
く

ま
し
い
娘
を
持
つ
母
親
代
わ
り
で
も
あ

る
。）

　

そ
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、

30 

年
前
に
初
め
て
こ
の
地
を
訪
れ
た
宣

教
師
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
博
士D

r.Verbeck

、

ノ
ッ
ク
ス
博
士

1

1

1

1

1

1　

D
r. Knox

、
タ
ム
ソ

ン
博
士D

r. Thom
pson 

で
す
。

　

私
た
ち
が
目
に
し
た
、
高
知
の
立
派

で
古
い
教
会
堂
は
、
日
本
基
督
教
会
の

中
で
も
２
番
目
に
大
き
な
建
物
で
す
が
、

残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
教
会
を
す
み
ず

み
ま
で
満
た
し
て
い
る
の
は
決
し
て
大

き
な
集
団
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ミ
ス
・

ダ
ウ
ド　

M
iss D

ow
d

の
歴
史
あ
る
聖

書
講
釈
ク
ラ
ス
は
、
25 

年
前
に
高
知
教

会
の
女
性
た
ち
向
け
に
創
世
記
か
ら
始

ま
り
、
そ
れ
が
今
は
そ
の
同
じ
女
性
た

ち
が
白
髪
交
じ
り
の
「
お
ば
さ
ん
」
と

な
り
、
40 

名
ほ
ど
の
「
年
寄
り
組
」
と

な
っ
て
エ
レ
ミ
ア
書
ま
で
進
ん
で
い
ま

す
。
私
た
ち
が
感
じ
取
っ
た
の
は
、
こ

こ
の
土
地
柄
が
陽
気
で
進
取
の
気
性
に

富
む
こ
と
で
、「
高
知
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト

ス
ト
ア
」 

に
は
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
が
陳

列
し
て
あ
っ
た
り
、
自
動
車
や
路
面
電

車
が
、
飼
い
主
を
人
力
車
に
乗
せ
て
ひ

い
て
い
る
闘
犬
用
の
土
佐
犬
を
追
い
立

て
て
走
っ
て
い
ま
す
。（
略
）

※Pierson Booklet

第
６
号
「
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻

伝
道
旅
行
日
誌
」
北
原
俊
之
／
訳
よ
り
引
用

【
写
真
】
市
立
函
館
図
書
館
所
蔵
（
ピ
ア
ソ

　

ン
会
員
宮
腰
博
子
さ
ん
提
供
に
よ
る
）

　

次
の
作
品
は
、
１
９
０
９
（
明
治
42
）

年
10
月
に
発
行
さ
れ
た
ト
ラ
ク
ト
（
小

冊
子
）
で
す
。
全
16
ペ
ー
ジ
で
大
き
さ

は
Ａ
６
版
。

　

表
紙
に
第
壱
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
継

続
的
に
出
版
す
る
予
定
で
発
行
さ
れ
た

と
思
う
の
で
す
が
、
第
弐
、
第
参
、
は

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
号
で

終
わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
こ
の

年
の
11
月
に
、
直
寛
は
旭
川
教
会
牧
師

を
辞
任
し
札
幌
へ
転
居
し
ま
す
。
こ
の

本
の
表
紙
に
は
、
坂
本
直
寛
の
名
前
上

に
《
札
幌
》

0

0

0

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
広
い
地
域
を
意
識
し
た
ト
ラ
ク
ト

と
し
て
出
版
し
た
と
の
意
図
を
感
じ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
／
記
）

【写真右】トラクト「夜明」の表紙。英
語名は「THE DAWN」とある。
　前半に、G.P. ピアソンによる「聖書研
究」創世記第一章〜第三章。後半に、「霊
の想念」として札幌　坂本直寛の説教が
ある。すでに札幌へ移転していた？

ア
イ
ダ
・
Ｇ
・
ピ
ア
ソ
ン

「
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
」

　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
の
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
、

伝
道
局
の
視
察
官
と
し
て
全
国
の
長
老
派
・
改
革
派
教
会
を
視
察
。
そ
の
記

録
が
「The Japan Evangelist

」
掲
載
。
そ
の
中
か
ら
高
知
に
関
係
す
る
箇

0

0

0

0

0

0

0

0

所
を
抜
粋

0

0

0

0

し
て
掲
載
し
ま
す
。
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創
立
会
員
の
小
坂
か
よ
さ
ん
（
92
）
を
悼
む

　

当
会
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
永
ら
く
役
員
・
理
事
を
務
め
、

北
光
社
開
拓
団
ゆ
か
り
の
人
で
も
あ
っ
た
小
坂
姉
が
、
昨
年
12
月
24

日
召
天
さ
れ
ま
し
た
。
前
夜
祈
祷
会
・
葬
儀
式
は
縁
の
方
々
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
、
ご
遺
族
へ
弔
電
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
に
な
る
と
、
日
本
で

も
あ
ち
こ
ち
か
ら
ヘ
ン
デ
ル
の
「
メ
サ
イ
ア
」

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
中
で
も
第
２
部
の
合

唱
曲
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
コ
ー
ラ
ス
は
有
名
で
、

今
で
は
、
各
地
の
学
校
で
卒
業
式
に
歌
っ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
深
夜
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
お
よ
そ
２
時
間
半
ほ
ど

の
放
送
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
坂
か
よ
さ
ん
は
、
書
家
と
し
て
、
聖
書

の
中
の
言
葉
を
し
ば
し
ば
様
々
な
書
体
で
書

か
れ
ま
し
た
。
ご
自
身
の
生
き
方
や
、
人
々

を
励
ま
す
言
葉
な
ど
で
し
た
。
旧
約
聖
書
の

詩
編
か
ら
第
23
篇
が
お
好
き
で
、
し
ば
し
ば

美
し
い
書
体
の
そ
れ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
９
月
札
幌
で
の
展
示
会
に
は
漢
字
一
文

字
で
「
軛
く
び
き
」
と
い
う
力
強
い
書
体
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
終
了
後
に
「
親
し
い
方
が
写
真
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
、
は
が
き
に
一
文

字
が
あ
り
ま
し
た
。
書
体
も
知
ら
さ
れ
ま
し

た
が
、
な
じ
み
の
な
い
独
特
の
形
で
あ
り
ま

し
た
。

　
「
軛
」
は
昔
農
作
業
で
２
頭
の
牛
を
つ
な
ぐ

道
具
で
し
た
。
ヨ
ー
ク
と
も
い
い
ま
す
。
メ

サ
イ
ア
の
中
に
引
用
さ
れ
る
新
約
聖
書
『
マ

タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』
の
、
キ
リ
ス
ト
の
言

葉
「
わ
た
し
の
も
と
に
来
な
さ
い
」
を
示
す

箇
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。「
疲
れ
た
も
の
、

重
荷
を
背
負
う
も
の
は
誰
で
も
私
の
も
と
に

来
な
さ
い
。
わ
た
し
は
柔
和
で
謙
遜
な
者
だ

か
ら
、
わ
た
し
の
軛
を
負
い
、
わ
た
し
に
学

び
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
あ
な
た
が
た
は
安

ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
。
わ
た
し
の
軛
は
負
い
や

す
く
、
わ
た
し
の
荷
は
軽
い
か
ら
で
あ
る
。」

（
11
章
28
節
〜
30
節
）

　

小
坂
さ
ん
の
日
常
は
常
に
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
し
て
の
歩
み
で
し
た
。
小
坂
さ
ん
の
旧
姓

は
「
中
田
」
と
い
い
、
中
田
さ
ん
は
、
祖
父

中
田
米
太
郎
さ
ん
の
時
代
、
１
８
９
７
年
に

北
光
社
移
民
団
と
し
て
、
四
国
高
知
か
ら
野

付
牛
に
移
住
し
た
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
の
お

一
人
で
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
二
階
展

示
室
に
あ
る
一
枚
の
お
お
き
な
集
合
写
真
、

１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
６
月
10
日
、
宣
教

師
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
を
迎
え
て
の
記
念
写
真
に

北
光
社
関
係
者
が
見
え
ま
す
。
米
太
郎
さ
ん

夫
妻
も
見
え
ま
す
。
前
列
に
着
物
を
着
た
10

歳
く
ら
い
の
少
年
が
見
え
ま
す
。
将
来
の
小

坂
か
よ
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に
な
る
坊
や
で
し

た
。

　

北
見
市
が
長
ら
く
管
理
し
て
い
た
「
ピ
ア

ソ
ン
館
」
が
、
だ
ん
だ
ん
に
古
び
て
い
く
の

が
心
配
な
田
村
牧
師
や
北
見
教
会
員
た
ち

は
、
27
年
前
か
ら
活
動
を
始
め
、
北
見
市
に

改
善
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
時
間
が
た
っ
ぷ

り
あ
る
高
齢
者
一
同
は
、
し
ば
し
ば
市
の
担

当
者
を
予
約
な
し
で
訪
れ
、
た
く
さ
ん
の
申

し
入
れ
を
く
り
返
し
ま
し
た
。
小
坂
か
よ
さ

ん
も
そ
の
中
の
お
一
人
で
し
た
。

　

や
が
て
北
見
市
は
、
ピ
ア
ソ
ン
会
に
「
維

持
管
理
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
許
可
さ

れ
ま
し
た
。
は
じ
ま
り
の
時
で
し
た
。
多
く

を
経
て
、
ピ
ア
ソ
ン
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア

ソ
ン
会
と
な
り
、
北
見
市
も
指
定
管
理
者
と

し
て
指
定
し
て
く
だ
さ
り
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念

館
は
23
年
前
、
第
一
期
の
北
海
道
遺
産
に
認

可
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
坂
さ
ん
は
初
期
の
苦
労
か
ら
解
放
さ
れ

て
、
以
来
ず
っ
と
運
営
会
員
と
し
て
ピ
ア
ソ

ン
会
に
つ
な
が
っ
て
来
ま
し
た
。
天
国
で
の

再
会
を
祈
念
し
て
、
ひ
と
と
き
の
別
れ
と
い

た
し
ま
す
。　
　
（
文
案
：
顧
問
／
吉
田
邦
子
）

　
　
　

２
０
２
３
年
12
月
26
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会　

理
事
長　

中
山
一
夫

元気な頃の小坂さん

弔 電

父
中
田
和
雄

祖父米太郎
【
写
真
】
北
光
社
講
義
所
に
て
（「
六
月
の
北

見
路
」
Ｉ
・
Ｇ
・
ピ
ア
ソ
ン
著
よ
り
）

オホーツク勤医協 友の会  素敵な来館者たち！
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
16
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

曜
日
に
、
北
見

　
　
　
　
　
　
　
　

市
常
盤
町
に
あ

る
医
療
法
人
オ
ホ
ー
ツ
ク
勤
労
者
医

療
協
会
「
友
の
会
」
16
名
が
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
団
体
が
当
館
を
訪
れ
る
こ

と
が
久
し
ぶ
り
で
も
あ
り
、
張
り
切
っ

て
案
内
を
務
め
ま
し
た
。

　

地
元
の
方
々
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

半
分
く
ら
い
の
方
が
、
初
め
て
の
訪

問
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
存
在
は
十
分

に
知
っ
て
い
る
が
、「
い
つ
で
も
行
け
る

と
思
い
、
今
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
！
」
と
。
ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
夫
妻
の

こ
の
地
方
で
の
各
種
の
社
会
奉
仕
活
動

の
説
明
に
、「
単
な
る
宗
教
活
動
者
と
ば

か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
開
拓
者
の

精
神
的
・
社
会
的
な
拠
り
所
と
し
て
こ

こ
に
集
ま
っ
て
い
た
の
で
す
ね
」
と
、

新
し
い
発
見
に
目
を
輝
か
せ
て
観
覧
し

て
い
ま
し
た
。



４

　
　
　
　

編 

集 

後 

記

　

新
春
早
々
、
能
登
地
方
で
は
大
き
な
地
震
と

津
波
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
の
犠
牲
と
建
物
や

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
多
大
な
被
害
を
出
す
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
翌
日
に
は　

羽
田
空
港
で
飛
行
機
事
故

に
よ
り
海
保
機
の
５
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
で
新
年
を
迎
え
る
結
果
と
な

り
、「
新
年
お
め
で
と
う
！
」　

と
い
う
通
年
の

挨
拶
を
今
年
は
禁
句
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
暮
の
12
月
に
、
当
会
発
足
発
起
人
の
一

人
で
あ
り
、
初
期
役
員
を
長
く
務
め
ら
れ
た
小

坂
か
よ
さ
ん
が
召
天
な
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

年
明
が
明
け
た
１
月
10
日
に
、
姉
妹
都
市
土

佐
の
高
知
市
か
ら
23
名
の
訪
問
団
が
、
当
記
念

館
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
市
議
会
・
商
工
会
を

代
表
さ
れ
る
方
々
で
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と

親
交
の
深
か
っ
た
坂
本
直
寛
（
坂
本
龍
馬
の
甥
）

の
故
郷
か
ら
の
訪
問
団
で
す
。

　

今
年
度
も
残
す
期
間
は
２
カ
月
足
ら
ず
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
措
置
な
ど
事
務
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
々

仕
事
の
負
担
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
早
め
に

準
備
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
43
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
３
・
12
・
24
（
土
）

◆
北
見
で
は
、
皆
様
お
変
わ
り
な
く
、

多
分
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
に
な

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

◆
こ
こ
、
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
（
北
島
・

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
北
側
、
住
居
）
は
、

ど
ん
よ
り
し
た
雲
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
予
報
ど
お
り
に
穏
や
か
な
ク
リ
ス

マ
ス
の
日
で
す
。
今
日
と
明
日
は
、
ホ

ブ
ソ
ン
ヴ
ィ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
で
家
族
揃
っ

て
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
ま
す
。
甥
の
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
娘
ル
ヴ
ィ
と
と
も
に
は

る
ば
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
来
る
の

で
、
皆
が
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、

ポ
フ
ツ
カ
ワ
（
＊
）
の
赤
い
花
が
特
に

美
し
い
で
す
。（
＊
樹
の
名
前
・
大
き
く

枝
を
張
り
、
こ
の
時
期
に
赤
い
花
が
満

開
を
迎
え
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー

と
呼
ば
れ
て
い
る
。）

◆
予
定
通
り
の
良
い
出
来
で
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
掘
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
大
半
は
土

の
中
で
す
。
プ
ラ
ム
は
色
づ
き
は
じ
め
、

も
う
少
し
の
日
を
要
し
ま
す
。
年
明
け

早
々
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
へ
出
か
け
る
予
定

で
す
が
、
そ
こ
の
プ
ラ
ム
は
、
熟
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
２
０
２
３
年
は
、
日
本
で
多
く
の

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
           代表　岩 井 敏 忠     
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今朝自宅の庭、満開の木蓮

方
々
に
お
会
い
で
き
、
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
し
た
。
温
か
い
お
も
て
な
し
に

与
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
北
見
の
皆

様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

２
０
２
４
年
の
お
幸
せ
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
４
・
１
・
12
（
金
）　

　

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら
の
ご
挨
拶　
　

◆
北
見
の
皆
様
、
良
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
新
年
早
々
に
、
石
川
県
で
の
悲
劇
的

な
大
震
災
と
羽
田
で
の
大
事
故
を
知
り

ま
し
た
。
空
港
の
事
故
で
、
民
間
機
の

方
々
が
生
還
で
き
た
こ
と
は
奇
跡
の
よ

う
で
し
た
。
乗
客
と
ク
ル
ー
の
冷
静
な

協
力
態
勢
の
証
し
だ
と
思
い
ま
し
た
。

震
災
に
遭
遇
さ
れ
た
方
々
の
す
べ
て
は

計
り
知
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
長
期
に

及
ぶ
多
く
の
救
援
、
被
害
か
ら
の
復
旧
・

再
建
が
な
り
ま
す
よ
う
に
。

◆
こ
こ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
い
つ

も
の
夏
の
日
々
で
す
。
先
週
木
曜
日
に

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
（
北
島
・
南
部
地
方
、

故
郷
。
住
居
と
３
ha
あ
ま
り
の
草
原
。

従
兄
弟
ス
テ
ィ
ー
ヴ
の
放
牧
場
に
隣

接
。）
へ
来
て
、
明
日
は
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ

オ
ア
へ
戻
り
ま
す
。
こ
こ
の
プ
ラ
ム
は

大
し
た
出
来
で
は
な
い
が
そ
れ
な
り
で
、

親
し
い
人
々
へ
の
分
配
に
は
良
い
具
合
。

　

リ
ン
ゴ
は
た
わ
わ
で
、
３
月
下
旬
の

収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

◆
先
日
、
従
兄
弟
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
と
一

緒
に
レ
ッ
ド
・
ラ
イ
オ
ン
・
パ
ブ
で
、
フ
ァ

ン
ガ
ヌ
イ
川
や
シ
テ
ィ
・
ブ
リ
ッ
ジ
の

景
観
を
楽
し
み
つ
つ
昼
食
を
し
ま
し
た
。

風
景
は
、
過
ぎ
去
り
し
日
々
の
記
憶
を

呼
び
戻
し
、
か
つ
、
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
想
い
を
馳
せ
る
チ
ャ
ン
ス
と

も
な
り
ま
し
た
。
フ
ェ
イ
ル
デ
ィ
ン
グ

家
畜
市
場
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
が
、
牧

場
か
ら
来
て
い
る
羊
た
ち
は
思
っ
た
よ

り
良
い
値
が
付
き
ま
し
た
、
と
は
言
え
、

去
年
よ
り
は
安
値
で
し
た
が
。
羊
毛
価

格
は
と
て
も
低
く
、
緬
羊
農
家
に
は
厳

し
い
時
代
で
す
。

◆
ご
多
幸
を　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
英
語
版

「
エ
コ
バ
ッ
グ
」

　

昨
年
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

エ
コ
バ
ッ
グ
」
を
製
作
し
ま
し
た
が
、
好
評

で
す
ぐ
に
品
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
回
製
作
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ
は
、
前
回
と

は
趣
向
を
変
え
、
Ｍ
サ
イ
ズ
の
36
㎝
×
37
㎝

×
11
㎝
の
大
き
さ
。
布
地
も
厚
め
帆
布
の
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
で
す
。
片
面
に
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館

の
デ
ザ
イ
ン
を
配
置
し
、
北
見
市
指
定
文
化

財
や
北
海
道
遺
産
を
英
語
で
表
記
、
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
名
も
英
語
で
の
表
記
で
す
。
こ
の

バ
ッ
グ
は
一
部
「
ほ
っ
か
い
ど
う
遺
産
W
Ａ

Ｏ
Ｎ
」
の
助
成
を
受
け
て
製
作
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
ピ
ア
ソ
ン
氏
の
故
郷
エ
リ
ザ
ベ

ス
市
と
北
見
市
の
姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
に

な
り
、
各
種
の
記
念
行
事
を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
エ
コ
バ
ッ
グ
も
エ
リ
ザ
ベ
ス

市
へ
の
記
念
土
産
と
し
て
使
用
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。　
　

頒
布
１
０
０
０
円　

故郷の「北見農園」プラム
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